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令和4年度「地区教育懇談会」が全国14 会場で開催されます！
コロナ禍で中止していた「地区教育懇談会」を 3 年ぶりに開催することになりました。詳しくは HP をご覧ください。

令和4年度事業計画
第48回定期総会

保護者向け就職講演会
保護者懇親会
入学宣誓式

…など

ご報告

入学宣誓式が
3 年ぶりに

総合体育館で
開催されました

INFORMATION

 大産大「空中散歩」
AR動画配信
この写真にスマホをかざすと

動画が見られます！



OSAKA SANGYO UNIVERSITY  1

　この度、第 48 回定期総会にて大阪産業大学後援会会長を承認されました、宮本敦夫

と申します。都市創造工学科 4 年生の息子を持つ皆様と同じ保護者です。１年間常任役

員会のメンバーと共に、より良く、より身近に感じる後援会活動が行える為に、責任感

を持って明るく楽しく元気よく運営して参ります。

　現在発行しております『カレンダーの就職情報企業広告導入』『卒業アルバムの企業

協賛広告導入』社会貢献支援事業として学生さんが行っているポリオワクチンに対する

ペットボトルキャップ収集を後援して参ります。コロナ禍の中、色々とご不安を感じる

事もあると思いますが、どこの大学も同じ悩みを抱えておりますので保護者様が不安に

思わず、自信を持って乗り越えられる元気のある保護者になるよう情報を発信し努力し

て参りますので、保護者様の皆様方のご理解とご協力を宜しくお願いいたします。

　ご子息様達が母校！と誇れる大学になりますよう、事務局の皆様方の力もお借りして

事業を邁進して参りますのでどうぞ宜しくお願いいたします。ありがとうございました。
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会長就任のご挨拶

宮本 敦夫
大 阪 産 業 大 学

後援会 会長
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配信中
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　　　 にAR 機能がつきました　下記の手順でぜひアプリをダウンロードしてください。ARで先輩たちの活動をのぞいてみよう！  下記の順で、ぜひアプリをダウンロードしてください。

AppStoreまたはGooglePlayで
「あるぞうくん」を検索してください。

ARアプリ「あるぞうくん」を
ダウンロードする
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左のマークが付いている写真
全体にかざすとARコンテンツ
が楽しめます。

ARコンテンツを見る
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スマホを
かざして
ください「あるぞうくん」アプリを起動

し、右記専用QRをスマホ等で必
ず読み取ってください。

専用QRを読み込む
STEP2

※ 一部のスマートフォン・タブレットではご覧いただけない場合があります。※ AR コンテンツの視聴期間は予告なく終了させて頂く場合がございます。予めご了承ください。
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このマークが付いている写真に
かざすだけで動画がご覧になれます！！ ☞詳しくは裏表紙をご覧ください。

　後援会の皆様方には、平素より本学の教育・研究活動にご理解とご協力を賜り、誠に有り難うございます。

様々な大学行事におきましても、ひとかたならぬご支援を頂いております。重ねて厚く御礼申し上げます。

一連のコロナ禍により、後援会の活動・行事に関しても、この 2 年余りは中止を余儀なくされました。困

難な状況へのご対応に感謝する一方、我々にとっても皆様にお会いする機会を多く持つことができず、残

念な日々が続きました。

　今年度も、コロナ感染状況はまだまだ予断を許さないものの、就職に関わる講演会・相談会は従来の状

況に戻し、地区教育懇談会は 3 年ぶりに再開すべく準備を進め、従来通りのコミュニケーション機会を確

保することができるよう工夫を重ねたいと考えております。

　授業や課外活動に関しては、今しばらく、「ハイブリッド授業」を併用し、課外活動の制限も一部のみ残す、

制限度の低い「新型コロナウイルス対応に関するレベル設定」を継続し、キャンパスの安全・安心と、学習・

活動環境の確保の両立を図ることにしています。ご子息ご息女の皆さんには引き続きご負担をかけること

になりますがご理解のほどお願いいたします。

　こうしたなか、本年 3 月・4 月の卒業式・入学式は、午前・午後の 2 部制とし、また参加者を対象学生

に限定して保護者の皆様には生配信を見て頂く形態とさせて頂いたものの、3 年ぶりに総合体育館にて式

典を開催することができました。今年度のオープンキャンパスは、事前予約制とはするものの、イベント

等の内容は従来通りに戻し、阪駒祭もできる限り盛大に開催できるよう準備を進めているところです。

今後も、構内の感染防止対策を徹底しつつ、ご子息ご息女の皆さんにキャンパスライフを謳

歌してもらえるよう、教職員一同、できる限りの取り組みを進めていく所存です。後援会

の皆様とも引き続き、緊密なタッグを組ませて頂ければ幸いです。今後とも変わらぬご

支援、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

学長からのご挨拶

吉川 耕司
大 阪 産 業 大 学

学長



後
援
会
の
目
的
は
、「
大
学
と
家
庭
の
連
絡
を
密
に

し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助
を
行
う
と
と

も
に
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
す
。
大

学
と
家
庭
を
つ
な
ぐ
情
報
の
パ
イ
プ
役
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
環
境

で
勉
学
・
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
学
生
た
ち
を
支
援
す
る
サ
ポ
ー

ト
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

A
Q
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？
に
、お
答
え
し
ま
す
！

大
産
大

後
援
会
っ
て
？

&

後
援
会
は
、
在
学
生
の
保
護
者
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

る
保
護
者
会
で
す
。
事
務
局
は
大
阪
産
業
大
学
内
に

あ
り
ま
す
が
、
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
・

奈
良
、
岡
山
、
西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
も
支
部
が
あ
り
、
地

域
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
本
会
が
発
足
し
て
、
今
年
で
48

年
目
を
迎
え
ま
す
。

後
援
会
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
全
員
が
会
員
で
す
。

入
会
の
た
め
の
特
別
な
手
続
き
は
な
く
、
入
学
と
同

時
に
す
べ
て
の
在
学
生
の
保
護
者
が
、
自
動
的
に
後

援
会
の
会
員
に
な
り
ま
す
。
会
費
は
、
授
業
料（
８
回
）と
一
緒
に

納
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Q.1
大
阪
産
業
大
学
後
援
会
っ
て
、

ど
ん
な
会
で
す
か
？

A

Q.2

Q.3

後
援
会
に
は
、

誰
で
も
入
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
か
？

後
援
会
の
活
動
内
容
を

分
か
り
や
す
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

A

大
阪
産
業
大
学
後
援
会
は
、
在
学
生
の
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
保
護
者
会
で
す
。

代
表
役
員
の
集
ま
り
の
会
で
は
な
く
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
会
で
す
。

で
も
、
後
援
会
っ
て
何
を
し
て
い
る
ど
ん
な
会
？
と
い
う
お
声
も
よ
く
お
聞
き
し
ま
す
。

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
「
後
援
会
」
の
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
一
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

A

代表役員さんの

集まりではなく、

保護者の皆さんの

会です！

後援会は

大学と家庭をつなぐ

パイプ役です！

皆さんも後援会の

一員です！



保
護
者
を
対
象
と
し
た
各
種
の
懇
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
４
月
の
入
学
式
終
了
後
に
催
し
て
い
る
新

入
生
保
護
者
懇
談
会
で
は
、
学
科
教
員
と
の
教
育
懇

談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
５
月
に
は
企
業
な
ど
か
ら
講
師
を
お
招

き
し
、保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
開
催
。
講
演
会
終
了
後
に
は
、

就
職
個
別
懇
談
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

後
援
会
主
催
の
事
業
の
中
で
も
っ
と
も
大
き
な
催
し
は
、
６
〜
７

月
に
全
国
14
会
場
で
開
催
す
る
地
区
教
育
懇
談
会
で
す
。
大
学
か

ら
各
学
科
の
教
職
員
が
各
地
に
赴
き
、
個
々
の
学
生
の
修
学
状
況

や
学
生
生
活
に
つ
い
て
、
保
護
者
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
話
を
す
る

時
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
大
き
な
反
響

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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Q.4Q.5
学
生
へ
の
支
援
に
は
、

ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

学
生
た
ち
や
保
護
者
へ
の

い
ろ
い
ろ
な
援
助
活
動
が
あ
る
と

聞
き
ま
し
た
が
？

学
生
の
福
利
厚
生
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
新
入
生
交
流
合
宿
や

大
学
祭
の
よ
う
な
学
生
が
主
催
す
る
行
事
や
課
外
活

動
へ
の
援
助
金
の
支
給
。
就
職
活
動
に
あ
た
っ
て
の
適
性
診
断
テ

ス
ト
や
模
擬
テ
ス
ト
、
対
策
講
座
な
ど
へ
の
資
金
補
助
、
部
活
動

の
優
秀
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
海
外
留
学
・
研
修
へ
の
資
金
援

助
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、新
入
生
に
記
念
品
と
し
て
バ
ッ

グ
を
、
卒
業
生
に
は
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
毎
年
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

A

Q.6
後
援
会
が
発
行
す
る
冊
子

「
P
←→
　
　
O
S
U
」（
後
援
会
だ
よ
り
）

の
役
割
は
？

大学の先生から

我が子の話を直接聞ける

またとない機会。

参加しないともったいない！

A

Q.7
そ
の
ほ
か
、
大
学
や
後
援
会
か
ら
の

情
報
は
ど
こ
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

子どもが教えてくれない　情報も知ることが　できて安心！
大
学
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
保
護
者
向
け
の

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
後
援
会
独
自
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
後
援
会
活
動
の
タ

イ
ム
リ
ー
な
告
知
や
最
新
情
報
な
ど
、「
後
援
会
だ
よ
り
」
と
併

せ
て
、
さ
ら
に
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
保
護
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
で
は
、
大
学
か
ら
の
情
報

や
ご
子
息
ご
子
女
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

A

A

大
阪
産
業
大
学
後
援
会
で
は
、
後
援
会
活
動
を
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
常
任
委
員
・
支
部
役
員
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
？
な
ど
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
援
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
か
ら
で
も
結
構
で
す
。

年
に
２
回（
６
月
と
12
月
）、
後
援
会
だ
よ
り
「
P
 

↕
︎O

S
U
」
を
発
行
し
、
保
護
者
の
皆
様
に
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
誌
面
の
中
で
、
後
援
会
主
催
の
催
し

の
お
知
ら
せ
や
事
業
の
報
告
、
保
護
者
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

情
報
を
幅
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
が

見
ら
れ
る
「
A
R
動
画
配
信
」
と
い
う
機
能
も
あ
り
、
映
像
で

も
内
容
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
、
学
年
暦
や
学
内
イ
ベ
ン
ト
を
記
載
し
た
後
援
会
カ

レ
ン
ダ
ー
を
制
作
・
配
付
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
と
学
生
が
大
学

生
活
に
つ
い
て
の
情
報
を
共
有
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
手

元
に
お
い
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

　

令
和
４
年
度
は
、
本
会
が
発
足
し
て
48
年
目
で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
昨
年
ま
で
の
実
績
を
基
に
本
会
の
諸
事
業
を
よ
り

充
実
し
発
展
さ
せ
る
た
め
、
着
実
か
つ
真
摯
な
努
力
を
続
け

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
会
の
趣
旨
は
い
う
ま
で
も
な
く
「
大
学
と
家
庭
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助
を
行
う
と

共
に
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ
と
で
あ
り
、
従
来
と

も
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
諸
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
も
引
き
続
き
学
園
の
計
画
に
沿
っ
て
、
よ
り
一
層
よ
い

環
境
で
学
生
達
が
勉
学
・
生
活
で
き
る
た
め
の
援
助
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
次
の
通
り
本
年
度
の
事
業
計
画

と
し
ま
し
た
。

１
〉
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
（
４
月
）

入
学
宣
誓
式
（
４
月
１
日
）
の
終
了
後
、
大
学
内
に
お
い

て
新
入
生
の
保
護
者
を
対
象
に
大
学
生
活
等
に
つ
い
て
の

懇
談
会
を
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
と
し
て
、
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
W
e
b

版
「
新
入
生
保
護
者
教
育
懇
談
会
」
を
配
信
し
ま
し
た
。

２
〉
就
職
講
演
会 （
５
月
）

就
職
講
演
会
は
、
総
会 (

５
月
14
日) 

当
日
の
午
後
よ
り

保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
演
会
終
了
、
後
学
科
別
就
職
説
明
会
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

３
〉
地
区
教
育
懇
談
会
（
６
月
中
旬
～
７
月
下
旬
）

全
国
14
会
場
で
開
催
し
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
と
し
て
、

修
学
・
学
生
生
活
、
就
職
関
係
等
で
教
職
員
に
よ
る
個
別

懇
談
を
行
い
ま
す
。

４
〉
後
援
会
だ
よ
り
の
発
行 （
６
月
・
12
月
）

社
会
の
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
、
学
園
と
会
員
間
の
情

報
の
流
れ
を
豊
か
に
且
つ
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
機

関
誌
広
報
活
動
を
行
い
、
充
実
し
た
内
容
の
会
報
を
年
度

内
に
２
回
（
令
和
４
年
６
月
、
12
月
）
発
行
い
た
し
ま
す
。

５
〉
学
生
の
福
利
厚
生
に
対
す
る
援
助

（
１
）
学
生
が
主
催
す
る
行
事
：
新
入
生
交
流
合
宿
、
リ
ー

令和 4 年度事業計画

ダ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
大
学
祭
に
対
し
て
援
助
金
を
支
出
い

た
し
ま
す
。

（
２
）
課
外
活
動
：
外
活
動
に
対
し
て
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

（
３
）
寄
贈
・
贈
呈
：
新
入
生
に
は
バ
ッ
グ
、
卒
業
生
に
は

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
記
念
品
と
し
て
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

６
〉
学
生
の
就
職
活
動
に
対
す
る
援
助

本
年
度
も
よ
り
一
層
の
就
職
活
動
の
支
援
充
実
を
図
る
た

め
、
各
種
就
職
対
策
講
座
、
ア
プ
リ
に
よ
る
就
職
情
報
発

信
、
就
活
用
図
書
購
入
、
既
卒
生
就
職
サ
ポ
ー
ト
な
ど
強

力
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

７
〉
支
部
活
動
の
助
成

現
在
、
北
陸
、
東
海
、
滋
賀
、
京
都
、
三
重
・
奈
良
、
岡
山
、

西
中
国
、
四
国
の
８
地
区
に
支
部
が
結
成
さ
れ
て
地
域
で

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
部
・
支
部
の
連
携
を
強

力
に
推
進
し
て
行
く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

８
〉
海
外
留
学
・
研
修
の
援
助

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
海
外

留
学
，
語
学
研
修
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
再
開

し
ま
し
た
ら
国
際
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
一
環
と
し

て
、
学
生
の
海
外
留
学
・
研
修
に
援
助
い
た
し
ま
す
。

９
〉
後
援
会
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
（
例
年
４
月
）

会
員
の
皆
様
と
学
生
が
大
学
生
活
に
つ
い
て
の
情
報
を
共

有
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
年
暦
、
学
内

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
記
載
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
各

会
員
の
皆
様
に
配
付
い
た
し
ま
す
。

10
〉
大
学
に
寄
与

自
然
災
害
等
の
災
害
発
生
時
、
電
気
や
ガ
ス
、
水
道
を
は

じ
め
と
し
た
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

に
備
え
て
、
防
災
備
蓄
品
を
寄
贈
し
ま
す
。

　

以
上
、
本
会
の
活
動
を
一
層
充
実
・
発
展
さ
せ
、
会
員
皆

様
の
ご
期
待
に
沿
い
た
い
と
考
え
て
こ
こ
に
令
和
４
年
度
の

事
業
計
画
と
い
た
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
先
行
き
が
不
透
明
な
現
状
を
鑑
み
、
会
員
の
皆
様
の

健
康
と
安
全
を
考
慮
し
ま
し
て
、
今
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し

て
は
、
変
更
し
て
開
催
す
る
こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

＊ 

令
和
４
年
度　

常
任
委
員
・
幹
事
選
出 

＊

〔
後
援
会
常
任
委
員
〕

会
長

　

宮
本 

敦
夫
（
都
市
創
造
工
学
科
）

副
会
長

　

藤
本 

幸
蔵
（
国
際
経
済
学
科
）

　

平
本 

令
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

松
本 

英
理
（
経
営
学
科
）

会
計
委
員

　

島
崎 

歩　
（
商
学
科
）

　

藤
本 

陽
一
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

会
計
監
査

　

小
林 

知
子
（
国
際
学
科
）

常
任
委
員

　

廣
田 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

藤
村 

知
子
（
国
際
学
科
）

　

藤
岡 

侑
子
（
商
学
科
）

　

遠
藤 

真
理
（
経
済
学
部
）

　

浅
田 

泉　
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

山
田 

淳
子
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

奥 

和
美　
（
経
営
学
科
）

　

濱
本 

利
江
子
（
商
学
科
）

　

真
利
谷 

加
奈
子
（
経
済
学
部
）

　

西
垣 

由
美
子
（
環
境
理
工
学
科
）

　

松
本 

道
代
（
経
営
学
科
）

　

岡
林 

小
百
合
（
経
済
学
部
）

　

北
澤 

陽
子
（
経
済
学
部
）

　

十
河 

友
美
（
経
済
学
部
）

　

石
上 

千
寿
（
都
市
創
造
工
学
科
）

北
陸
地
区
支
部
長

　

冨
田 

陽
一
（
都
市
創
造
工
学
科
）

東
海
地
区
支
部
長

　

新
家 

晃
（
商
学
科
）

滋
賀
地
区
支
部
長

　

菊
池 

雅
也
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

京
都
地
区
支
部
長

　

麻
田 

博
之
（
経
済
学
部
）

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長

　

添
田 

由
美
（
国
際
経
済
学
科
）

岡
山
地
区
支
部
長

　

柴
田 

展
宏
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

西
中
国
地
区
支
部
長

　

泉 

康
子
（
経
営
学
科
）

四
国
地
区
支
部
長

　

高
島 
恵
美
（
経
済
学
科
）

〔
後
援
会
常
任
幹
事
〕

幹
事
長

　

大
槻 

伸
吾　

　
　

学
生
部
長　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

幹
事

　

佐
藤 

潤
一　

　
　

教
務
部
長　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

　

倉
橋 

幸
彦

　
　

国
際
学
部
教
授
（
国
際
学
科
）

　

齋
藤 

好
史

　
　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
）

　

渡
邉 

輝
幸　

　
　

経
営
学
部
准
教
授(

経
営
学
科)

　

原
田 

良
雄　

　
　

経
営
学
部
教
授
（
商
学
科
）

　

戸
谷 

裕
之

　
　

経
済
学
部
教
授
（
経
済
学
科
）

　

本
田 

雅
子

　
　

経
済
学
部
教
授
（
国
際
経
済
学
科
）

　

高
根 

慎
也

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
）

　

吉
田 

淳
一

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
教
授
（
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　

竹
田 

和
真

　
　

デ
ザ
イ
ン
工
学
部
准
教
授
（
環
境
理
工
学
科
）

　

大
橋 

美
奈
子

　
　

工
学
部
講
師
（
機
械
工
学
科
）

　

浅
田 

晴
香

　
　

工
学
部
特
任
講
師
（
交
通
機
械
工
学
科
）

　

水
谷 

夏
樹

　
　

工
学
部
教
授
（
都
市
創
造
工
学
科
）

　

青
木 

孝
憲

　
　

工
学
部
講
師
（
電
子
情
報
通
信
工
学
科
）

　

青
山 

一
樹

　
　

全
学
教
育
機
構
講
師

　

吉
井 

義
郎

　
　

事
務
部
長

　

勝
野 

友
之

　
　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長

　

川
添 

伸
昭

　
　

教
務
部
長

　

小
西 

正
彦

　
　

学
生
部
次
長

　

篠
本 

弘
道

　
　

後
援
会
担
当
課
長

　

店
家 

潤
治

　
　

事
務
部
庶
務
課　

後
援
会
担
当

「
よ
り
一
層
よ
い
環
境
で
、

勉
学
・
学
園
生
活
を
送
れ
る
た
め
に
…
」



で
き
た
こ
と
に
つ
い
て
の
謝
意
と
宮
本
会

長
以
下
常
任
委
員
は
じ
め
会
員
の
皆
様
方

の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
、
大
阪
産
業
大

学
な
ら
び
に
同
後
援
会
が
益
々
発
展
す
る

こ
と
を
祈
念
す
る
旨
述
べ
、
閉
会
し
た
。
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新役員のもと
48年目の
会が始動

第48 回定期総会 議事
2 0 2 2 年
5 月14 日

　

令
和
４
年
５
月
14
日
（
土
）

　

11
時
～
12
時
15
分

　

大
阪
産
業
大
学
多
目
的
ホ
ー
ル

　

後
援
会
側

東
会
長
、
藤
村
副
会
長
、
平
本
副
会
長
、

浅
田
副
会
長
、
北
野
会
計
委
員
、
槙
村
会
計

委
員
、
田
原
会
計
監
査
、
濱
本
会
計
監
査
、

藤
本
会
計
監
査
、（
以
下
常
任
委
員
）
小
林
、

松
本
、
遠
藤
、
山
田
、
奧
、
松
本
、
岡
林
、

十
河
、
石
上
、（
以
下
支
部
長
）
森
田
、
長
屋
、

卯
田
、
今
西
、
紺
谷
、
島
崎
、
藤
本
、
宮
本　

出
席
委
員
26
名
。

　

大
学
側

吉
川
学
長
、小
川
副
学
長
、藤
岡（
英
）副
学
長
、

西
口
副
学
長
、
藤
岡
（
克
）
副
学
長
、
大
槻

幹
事
長
。

　

１
、
開
会
の
辞
（
松
本
常
任
委
員
）

　

２
、
後
援
会
役
員
の
紹
介
お
よ
び

　
　
　

大
学
関
係
者
の
紹
介

　

３
、
会
長
挨
拶　

東
会
長

　

４
、
学
長
挨
拶　

吉
川
学
長

　

５
、
議
事
Ⅰ　

　
　
　

会
則
第
13
条
第
１
項
に
よ
り
、
東
会
長

　
　
　

が
議
長
に
な
る
。

　
（
１
）
令
和
３
年
度　

会
務
報
告　

　
　
　

浅
田
副
会
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き

　
　
　

報
告
が
あ
っ
た
。

（
２
）
令
和
３
年
度　

会
計
収
支
報
告

　
　
　
北
野
会
計
委
員
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
報
告
が

　
　
　
あ
っ
た
。

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
３
年
ぶ
り
に
対
面
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
会
務
報
告
や
会
計
報
告
に
つ
づ
き
、

令
和
４
年
度
の
役
員
選
出
が
議
長
に
一
任
さ
れ
、

新
会
長
は
じ
め
計
30
名
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

後
援
会
発
足
48
年
目
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

宮
本
新
会
長
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
３
）
令
和
３
年
度　

会
計
監
査
報
告

　
　
　
田
原
会
計
監
査
よ
り
令
和
３
年
度
会
計
処
理
に
つ

　
　
　
い
て
監
査
の
結
果
、
経
理
処
理
に
つ
い
て
は
適
正

　
　
　
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨
、
報
告
が
あ
っ
た
。

（
４
）
令
和
３
年
度　

公
認
会
計
士
調
査
報
告

　
　
　
玉
山
公
認
会
計
士
よ
り
一
般
会
計
・
奨
学
基
金
会

　
　
　
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算
報
告
書
お
よ
び
財
産

　
　
　
目
録
等
の
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
特
段
報
告
す

　
　
　
べ
き
事
項
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
留
意
事
項

　
　
　
と
し
て
２
点
の
改
善
点
を
述
べ
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
　
以
上
の
報
告
説
明
に
つ
い
て
は
一
括
審
議
さ
れ
、

　
　
　
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

（
５
）
令
和
４
年
度　

役
員
選
出

　
　
　
議
長
よ
り
会
則
９
条
第
２
号
に
測
り
、
総
会
で
の

　
　
　
選
出
を
説
明
し
、
選
出
は
議
長
一
任
で
承
認
さ
れ
、

　
　
　
役
員
は
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

６
、
新
役
員
紹
介

司
会
よ
り
新
役
員
選
考
の
結
果
、
宮
本
会

長
以
下
常
任
委
員
30
名
が
選
出
さ
れ
た
。

７
、
新
会
長
挨
拶　

宮
本
会
長

８
、
議
事
Ⅱ

会
則
１
３
条
第
１
項
に
よ
り
、
宮
本
会
長

が
議
長
と
な
る
。

（
１
）
令
和
４
年
度　

事
業
計
画
（
案
）

松
本
副
会
長
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
説
明

が
あ
り
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

（
２
）
令
和
４
年
度　

収
支
予
算
（
案
）

島
崎
会
計
委
員
よ
り
議
案
書
に
基
づ
き
説

明
が
あ
り
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

9
、
幹
事
長
挨
拶　

　
　

大
槻
幹
事
長

　
　
（
学
生
部
長
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
教
授
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
、
閉
会
の
辞

松
本
常
任
委
員
よ
り
総
会
が
無
事
に
終
了

令和 4 年度の新役員の方々

同
日
午
後
よ
り
企
業
２
社
よ
り
担
当
者
を

招
い
て
、
保
護
者
向
け
就
職
講
演
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
各
学
科
に
分
か
れ
て
学
科
別
の
就

職
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宮本（敦夫）会長の就任のご挨拶

一
、
開
催
日
時

二
、
開
催
場
所

三
、
出
席
者

吉川（耕司）学長のご挨拶

四
、
総
会
次
第
（
司
会　

松
本
常
任
委
員
）



新しく就任された宮本（敦夫）会長のご挨拶
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

参加の方々に

聞きました

定
期
総
会
、
就
職
講
演
会
に
続
く

学
科
別
就
職
説
明
会
の
終
了
後
、

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
々
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

お
忙
し
い
な
か
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

「
不
安
が
解
消
」「
勉
強
に
な
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
下
宿
生
活
。
離
れ
て
い

る
と
余
計
に
心
配
で
、
家
族
と
し
て

何
か
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
参
加
し

ま
し
た
。
最
新
の
就
活
状
況
や
親
の

心
構
え
な
ど
、
多
く
の
お
話
を
聞
け

た
こ
と
で
抱
い
て
い
た
不
安
も
解
消
。

子
ど
も
が
接
し
て
い
る
情
報
を
親
も

共
有
で
き
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
（
３
年
）

中
田
誠
二
さ
ん
ご
夫
妻

　

ま
だ
１
年
生
で
、
子
ど
も
自
身
は

全
然
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
昨
今

の
就
職
状
況
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

思
い
参
加
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の

先
生
の
お
話
を
は
じ
め
、
学
科
別
の

説
明
会
で
も
大
学
の
就
職
状
況
は
良

好
と
聞
き
、
安
心
で
き
ま
し
た
。
講

師
の
方
た
ち
の
最
新
情
報
も
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
（
１
年
）

山
路 

京
さ
ん

3年ぶり対面形式で
定期総会を開催

第 48 回 定 期 総 会

新
緑
に
包
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
、
第
48
回
定
期
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
も
選
出
さ
れ
、

令
和
４
年
度
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
！

後
援
会
は
新
体
制
へ

2 0 2 2 年
5 月 1 4 日

動画
配信中

　

ま
ず
、
来
賓
の
吉
川
学
長
の
ご
挨
拶

で
は
、
後
援
会
の
大
学
運
営
サ
ポ
ー
ト
に
対
し
感
謝

の
こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
授
業
な
ど
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
取
り
組
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
東
博
美
前
会
長
か
ら
は
、
令
和
３
年
度
に
コ
ロ
ナ

緊
急
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た
「
Q
U
O
カ
ー
ド
配
付

事
業
」
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
会
計
委
員
か

ら
は
そ
の
財
源
確
保
や
到
達
率
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
新
年
度
の
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
宮

本
敦
夫
新
会
長
は
じ
め
30
名
の
新
役
員
が
決
定
。
新
会

長
か
ら
今
後
の
後
援
会
活
動
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
収
支
予
算
案
は
滞

り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大学本館1F多目的ホールで開催された定
期総会。多くの保護者が訪れ、すべての議
事が承認され、新体制が始動しました

東（博美）前会長の退任のご挨拶

当日配付された第48回定期総会議案書



　

講
演
に
先
立
ち
、
田
中（
彰
）キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
長
か
ら
令
和
３
年
度
は
就
職
決
定
率
98
・
3
％

と
い
う
高
水
準
に
あ
る
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
な
ど

採
用
方
法
の
変
化
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学

科
別
担
当
者
に
よ
る
個
別
サ
ポ
ー
ト
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
進
路
・
悩
み
相
談
な
ど
、
セ
ン
タ
ー

の
支
援
体
制
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、（
株
）

マ
イ
ナ
ビ
丹
下
晴
恵
様
が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
就
活
〜
保
護

者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
。
W
e
b
化
が
進
む
就
活
の
現
状
、
父
母
の
関
わ
り

方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
（
株
）ベ
ネ
ッ
セ
i
キ
ャ
リ
ア
清
水
謙
様
は
、

今
注
目
さ
れ
る
「
オ
フ
ァ
ー
型
就
活
」
の
具
体
的
な
進

め
方
や
オ
フ
ァ
ー
型
サ
ー
ビ
ス
の
マ
ッ
チ
ン
グ
例
に
つ

い
て
講
演
。
終
了
後
は
、
会
場
を
移
し
て
学
科
別
の
就

職
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保護者の方々も
意欲的に情報収集

保護者向け就職講演会＆学科別就職説明会
2 0 2 2 年
5 月 1 4 日
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午
後
か
ら
は
就
職
講
演
会
と
学
科
別

就
職
説
明
会
を
開
催
。
参
加
者
が
延
べ

3
5
0
名
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
に
、
保

護
者
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
ま
し
た
。

参加者多数のため、講演会の模様は別
会場となった教室にライブ配信

　

大
学
の
先
生
や
講
師
の
方
た
ち
の

熱
の
こ
も
っ
た
お
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、
大
変
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
準
備
も
含
め
、
具
体
的
な
就
活

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

保
護
者
と
し
て
早
い
段
階
か
ら
意
識

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
。
今
後

も
、
こ
う
い
う
会
に
は
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部 

情
報
シ
ス
テ
ム
学
科
（
１
年
）

鈴
木
龍
哉
さ
ん
ご
夫
妻

　

講
演
の
内
容
は
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
。
今
の
就
活
情
報
を
一
通
り
入
手

で
き
、
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
生
活
を
送
っ
て
き
た

た
め
、「
ガ
ク
チ
カ
」
と
言
わ
れ
て
も

難
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
今
日
の

お
話
を
参
考
に
「
自
己
P
R
」
を
書

か
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

工
学
部　

機
械
工
学
科
（
３
年
）

田
中 

誠
さ
ん

　

就
職
に
関
し
て
、
子
ど
も
は
ま
だ

白
紙
の
状
態
。
親
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
に
も
、
就
活
の
詳
し
い
情
報

を
得
ら
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
学
科
別
説
明
会
で
は
、
先
生
方

の
雰
囲
気
が
と
て
も
暖
か
く
、
学
生

を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
と
い
う

熱
意
も
感
じ
ら
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。

国
際
学
部　

国
際
学
科
（
３
年
）

笠
原
安
紀
子
さ
ん

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
で

学
生
を
サ
ポ
ー
ト

田中キャリアセンター長による就職概況

配付された資料は
保存版に！

学科別就職説明会では、各学科独
自の取り組みを紹介



　コロナ禍で、大学への来校や後援会活動など様々な行
事やイベントが中止やオンライン形式となりました。大学
の情報や保護者間での情報交換などの機会を持つのが難
しい 2 年間でした。
　後援会では、新入生や 2 年生の保護者の皆様に、大学
の情報や後援会活動を知ってもらうため、支部が主催と
なって「保護者懇親会」を企画しました。各支部とも、午
後のひと時を情報交換の場として和気あいあいと過ごさ
れ親睦を深めることができました。
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後
援
会
よ
り

ご
報
告

支部主催「保護者懇親会」

◉北陸地区支部（富山県・石川県・福井県）
　4月 10日（日）：ぶどうの木　金沢フォーラス店　6 階

参加保護者の皆様からは、自宅から離れて大阪で暮らすお子様の心配やコ
ロナ禍における大学生活の不安等の相談がありました。支部役員が自身の
経験からアドバイスするなど、和やかな雰囲気で意見交換いたしました。

◉東海地区支部（岐阜県・静岡県・愛知県）
　4月 23日（土）：名鉄グランドホテル　11 階「柏の間」

コロナ禍における子どもの大学生活は保護者様にとって心配の一つとなり
ます。今回のように、同じ保護者同士で意見交換をする機会はご好評いた
だきました。支部役員の皆さんの協力のおかげで、和気あいあいと談笑し
和やかに会を終えることが出来ました。

◉京都支部（京都府）
　4月 29日（金／祝）：キャンパスプラザ京都　4 階「第 3 講義室」

支部役員の皆さんの進行で、2グループに分かれ、お子様の大学生活や就
職活動について意見交換を行いました。最後に支部役員のお子様と参加学
生、支部役員と保護者様に分かれ意見交換を行いました。非常に有意義な
親睦会となりました。

◉三重・奈良地区支部（三重県・奈良県）
　4月 16日（土）：ホテル日航奈良　5 階「天空」

４月になると、入学・進級に伴い大学に通うお子様の様子や、コロナ禍で
の大学生活など、同じ悩みを持つ保護者間で意見を聞いてみたい時期でも
あります。支部役員の皆さんの進行で、気軽に意見交換するアットホーム
な雰囲気の懇親会となりました。

◉岡山支部（岡山県）
　5月 22日（日）：ホテルグランヴィア岡山 　3 階「パール」

岡山県在住の保護者様にお集まりいただき、意見交換や質疑応答を行いま
した。支部役員さんのご協力もあり、和やかな雰囲気で懇親会を終了する
ことができました。

◉西中国地区支部（広島県・山口県）
　4月 24日（日）：広島市東区民文化センター

支部役員の皆さんの進行で、保護者様同士でお子様や大学生活に関しての
意見交換を行い有意義な懇親会となりました。

◉四国地区支部（徳島県・香川県・愛媛県・高知県）
　4月 17日（日）：ホテルアネシス瀬戸大橋　3 階「平安の間」

地元から遠く離れた大阪で大学生活を送るお子様の様子や、コロナ禍に
おける大学行事等の影響を意見交換しました。保護者同士の親睦も深ま
りました。今回、支部役員の皆さんのご協力の下、意義のある懇親会とな
りました。



話が弾む、参加者の皆様

三
重
・
奈
良
地
区
で
初
の
試
み
と
な
る
懇
親
会

が
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
や
お
子
様
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
交
換
が

行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆
様
は
有
意
義
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

有
意
義
な
情
報
交
換
の
場
に

2 0 2 2 年
4 月 1 6 日

動画
配信中

　

懇
親
会
は
、
特
に
先
が
見
え
な
い
不
安
を
抱
え
る

１・
２
年
生
の
保
護
者
様
を
対
象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
か
ら
約
２
年
間
も
大
学
生
活
や
後
援
会
活

動
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
た
た
め
、
気
軽
に
交

流
を
図
り
、安
心
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
紺
谷（
久
美
）支
部
長
を
は
じ
め
、
２
年
生

の
保
護
者
様
、
１
年
生
の
保
護
者
様
多
数
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
開
会
ご
挨
拶
、
後
援
会
に
よ
る
事
業

報
告
と
大
学
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
説
明
の
後
、
乾
杯
を
経

て
歓
談
が
ス
タ
ー
ト
。
お
子
様
の
大
学
生
活
や
下
宿
、

教
職
、
就
職
活
動
に
つ
い
て
な
ど
、
多
様
な
話
題
に
花

が
咲
き
、
美
味
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
す
っ
か
り
打

ち
解
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

1 年生と 2 年生のテー
ブルに分かれて懇親を
深めました

紺谷支部長による開会ご挨拶

当日配付された
大学案内とグッズ

参
加
さ
れ
た
方
々
の
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
来
て
よ
か
っ
た
」「
安
心
で
き
た
」

参加者に
聞きました

　

２
年
も
支
部
会
活
動
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
だ
け
に
、
開
催
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

在
学
中
は
下
宿
暮
ら
し
だ
っ
た
子
ど
も
は
家
に

あ
ま
り
連
絡
し
て
こ
な
い
性
格
で
、
支
部
会
の

先
輩
方
か
ら
情
報
を
得
て
安
心
し
て
い
ま
し
た
。

後
援
会
は
大
学
と
保
護
者
、
保
護
者
同
士
を
む

す
ぶ
場
で
す
。
私
も
活
動
を
通
じ
て
大
切
な
つ

な
が
り
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

三
重
・
奈
良
地
区
支
部
長
よ
り

工
学
部　

令
和
３
年
度
卒
業

紺
谷
久
美
さ
ん

　

大
学
や
後
援
会
の
行
事
も
な
く
通
学
さ
え
制

限
さ
れ
た
昨
年
度
は
、
大
学
や
就
職
の
状
況
が

見
え
に
く
く
、
私
た
ち
親
も
不
安
で
し
た
。
今

日
は
、
コ
ロ
ナ
時
代
の
就
職
情
報
を
知
り
た
く
て

参
加
。
ゼ
ミ
選
択
や
就
職
率
、
就
活
体
験
談
な

ど
を
親
が
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
大
学
の
方
針
を

別
の
角
度
か
ら
伝
え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

工
学
部　

２
年
生

松
田
博
一
さ
ん 

智
恵
さ
ん

　

子
ど
も
が
入
学
し
た
ば
か
り
で
他
の
保
護
者
の

方
々
と
お
話
し
し
て
み
た
く
、
思
い
切
っ
て
参
加

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
大
学
生
活
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
教
職
、
就
職
に
つ
い
て
色
々
と
教

え
て
い
た
だ
き
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
お
聞
き

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
具
体
的
な
助
言
も
で
き
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
皆
様
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部　

１
年
生

北
西
真
理
子
さ
ん

10  OSAKA SANGYO UNIVERSITY

支部主催懇親会  三重・奈良地区 レポート
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先
生
と
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
懇
談
や

最
新
の
就
職
状
況
報
告
も

　
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
は
、
後
援
会
が
主
催
す
る
事
業
の

中
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
催
し
の
ひ
と
つ
。

　

例
年
６
～
７
月
に
開
催
し
、
多
く
の
保
護
者
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
下
記
の
14
会
場
に
、
先
生
方
を
は
じ
め
就
職
や

学
生
生
活
の
担
当
職
員
の
方
に
ご
出
張
い
た
だ
き
、
保
護
者

と
の
個
別
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
わ
が
子
の
履
修
表
や

履
修
登
録
確
認
表
な
ど
を
見
な
が
ら
、
学
科
の
先
生
と
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
話
が
で
き
る
、
ま
た
と
な
い
機
会
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
心
配
ご
と
の
相
談
に
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
例
年
の
参
加
者
は
、
約
6
0
0
名
。
多
く
の
保
護
者

の
方
々
か
ら
、「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
と
の
お
声
を
い
た

だ
い
て
い
る
行
事
で
す
。

　

当
日
の
全
体
会
議
の
中
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職

員
の
方
よ
り
、
今
年
度
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
最
新
の
概
況

説
明
を
行
う
予
定
で
す
。

　
「
地
区
教
育
懇
談
会
」
の
実
施
に
あ
た
り
、
大
学
の
教
職

員
の
皆
さ
ま
に
は
多
大
な
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
よ
り

ご
案
内

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

子
ど
も
の
学
生
生
活
を
知
る
チ
ャ
ン
ス

年
に
一
度
の
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
を
！

2019年の大阪地区・兵庫地区の懇談会の様子。学部ごとに懇談席が設けられて行われました

６
月
12
日
～
７
月
24
日
ま
で
の
土
・
日
曜
に
、
全
国
14

会
場
で
順
次
開
催
中
で
す
。
お
近
く
の
会
場
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
都
合
の
よ
い
会
場
に
参
加
し
て
頂
け
ま
す
。
後

援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
で
き
ま
す
。

地
区
教
育
懇
談
会
／
会
場
と
日
程

令和4年度地区教育懇談会   　　　  開催されます！

兵庫地区

北陸地区（支部総会有り）

西中国地区（支部総会有り）

四国地区（支部総会有り）

和歌山地区

岡山地区（支部総会有り）

東海地区（支部総会有り）

滋賀地区（支部総会有り）

京都地区（支部総会有り）

九州地区

山陰地区

関東地区

三重・奈良地区（支部総会有り）

大阪地区

6月12日（日）

6月18日（土）

6月19日（日）

6月25日（土）

6月26日（日）

7月2日（土）

7月3日（日）

7月9日（土）

7月10日（日）

7月16日（土）

7月16日（土）

7月17日（日）

7月23日（土）

7月24日（日）

12：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

11：30 〜 14：00

11：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

11：30 〜 14：00

11：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

11：30 〜 14：00

12：30 〜 14：00

ANA クラウンプラザホテル神戸

ANA クラウンプラザホテル金沢

広島ガーデンパレス

JR ホテルクレメント高松

ホテルグランヴィア和歌山

ホテルグランヴィア岡山

名鉄グランドホテル

クサツエストピアホテル

メルパルク京都

オリエンタルホテル福岡 博多ステーション

米子ワシントンホテルプラザ

TKPガーデンシティPREMIUM 品川

ホテル日航奈良

シェラトン都ホテル大阪

地　区 日　時 受付時間 会　場

3年ぶりに

動画
配信中

後援会ホームページは↑こちらから
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し
っ
か
り
と
し
た
目
的
意
識
を
も
っ
て

参
加
さ
れ
て
い
る
親
御
さ
ん
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
生
と
の
個
別
懇
談
で
は
よ
り
具
体
的
な
お
話
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

「
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
し
た
」

参加された
方々の
ご感想

2019年度
兵庫地区の
会場風景

2019年度
大阪地区の
会場風景

経
済
学
部　

H
さ
ん

　

１
年
次
か
ら
毎
回
参
加
し
て
い
ま
す
。
今

年
４
年
生
に
な
り
、
卒
業
で
き
る
の
か
ど
う

か
が
今
の
最
大
の
関
心
事
。
気
が
か
り
で
し

た
が
、
ど
う
や
ら
大
丈
夫
そ
う
な
の
で
ひ
と

ま
ず
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
大
学
の
サ
ポ
ー

ト
が
熱
心
で
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
大
学

と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
姿
勢

も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

新神戸駅近くのホテルで行われた兵庫地区の教
育懇談会。学生による就職活動の体験談も好評
を博しました

全国を巡回した地区教育懇談会の締めくくりは
大学の地元、大阪会場。史上最多の来場者で広
い会場がいっぱいに！

経
済
学
部　

Y
さ
ん

　

今
春
入
学
し
た
ば
か
り
。
子
ど
も
自
身
も

単
位
の
こ
と
な
ど
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
不
安
が
っ
て
い
た
の
で
、
来
て
み
ま

し
た
。
個
別
の
懇
談
会
で
は
、
疑
問
点
を
含

め
て
じ
っ
く
り
先
生
に
ご
相
談
で
き
、
お
話

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
で

き
る
限
り
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
に
参
加
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部　

M
さ
ん

　

子
ど
も
に
聞
け
ば
「
大
丈
夫
」
と
言
う
け

れ
ど
、
本
当
に
単
位
は
順
調
に
取
れ
て
い
る

の
か
、
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
り
参
加
し
ま
し

た
。
先
生
か
ら
履
修
表
を
見
せ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
必
要
な
も
の
は
押
さ
え
て
い
る
こ
と

を
確
認
で
き
て
一
安
心
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

長
の
就
職
状
況
の
お
話
も
た
い
へ
ん
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
工
学
部　

N
さ
ん

　

３
年
生
に
な
り
勉
強
は
大
詰
め
、イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
も
始
ま
る
な
ど
、
本
人
も
親
も
未

経
験
の
こ
と
ば
か
り
。
親
と
し
て
何
を
し
て

あ
げ
ら
れ
る
の
か
を
知
り
た
く
て･･･

。
子
ど

も
の
こ
と
を
よ
く
知
る
先
生
と
の
面
談
で
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
子
ど
も
は
嫌
が
る
け
れ
ど
、
今

日
は
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。

工
学
部　

I
さ
ん

　

４
年
生
に
な
り
就
職
も
内
定
、
卒
業
ま
で

の
残
り
半
年
を
ど
う
過
ご
せ
ば
い
い
の
か
を

伺
い
に
来
ま
し
た
。
１
年
次
か
ら
、
保
護
者

が
参
加
で
き
る
催
し
に
は
ほ
ぼ
出
席
。
子
ど

も
に
直
接
あ
れ
こ
れ
は
言
わ
な
い
の
で
す
が
、

親
と
し
て
一
定
の
距
離
感
で
関
わ
り
な
が
ら
、

大
学
４
年
間
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
た
な
と

感
慨
深
い
思
い
で
す
。

経
営
学
部　

T
さ
ん

　

単
位
取
得
状
況
が
よ
く
な
い
と
、
子
ど
も

か
ら
不
安
や
迷
い
を
相
談
さ
れ
、
今
日
は
正

確
な
と
こ
ろ
を
把
握
す
る
た
め
に
や
っ
て
来

ま
し
た
。
先
生
の
お
話
で
は
な
か
な
か
厳
し

い
状
況
で
し
た
が
、
今
後
の
が
ん
ば
り
次
第

で
ま
だ
可
能
性
も
あ
る
と
わ
か
り
一
筋
の
希

望
が･･･

。
子
ど
も
を
励
ま
し
、
一
緒
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「地区教育懇談会」の様子を知ってもらうため、3 年前に実施した大阪地区・兵庫地区会場レポートを掲載しました。
会場の熱気や真剣さが誌面を通しても感じられると思います。

令和元年度「地区教育懇談会」大阪地区・兵庫地区レポート
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今
年
度
の
新
入
学
生
は
総
計
１
，８
７
５

名
。
会
場
の
中
央
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
体
育

館
の
舞
台
に
は
、建
学
の
精
神
で
あ
る
「
偉

大
な
る
平
凡
人
た
れ
」
の
垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
、
少
し

緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
入
生
た
ち
を
迎
え
ま
す
。
一
昨

年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
。
昨
年
は
学
科
に
分
か
れ

て
教
室
で
の
ラ
イ
ブ
配
信
と
な
り
、
総
合
体
育
館
で
の

式
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
と
し
て
、
午
前
・
午
後
の
２
回
分
散
、
短
縮
バ
ー

ジ
ョ
ン
で
、
保
護
者
様
の
参
加
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
形

で
の
開
催
で
し
た
。
当
日
は
W
e
b
で
の
ラ
イ
ブ
配

信
を
し
、
保
護
者
の
皆
様
に
も
式
の
雰
囲
気
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
後
援

会
も
出
席
を
自
粛
い
た
し
ま
し
た
。

大学を挙げて
新入生の門出を祝福！

【 入 学 宣 誓 式 】

令
和
４
年
度
の
大
学
お
よ
び
大
学
院
の

入
学
宣
誓
式
が
行
わ
れ
、
３
年
ぶ
り
に

キ
ャ
ン
パ
ス
は
歓
迎
ム
ー
ド
一
色
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

　

入
学
許
可
宣
言
に
続
く
式
辞
の
中
で
吉
川
耕
司
学
長

は
、「
大
学
時
代
の
親
友
は
生
涯
の
友
と
な
り
、
人
生

の
宝
と
な
る
」
と
話
さ
れ
、
ど
ん
な
時
代
に
も
対
応
で

き
る
社
会
人
と
な
る
た
め
の
準
備
期
間
と
し
て
勉
学
は

勿
論
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
多
く
の
友
人
を
作
る
大
切

さ
を
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
の
後
は
、
中
庭
に
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
が
ブ
ー
ス
を
設
け
、
新
入
部
員
勧
誘
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
全
員
マ
ス
ク
し
て
ク
ラ
ブ
の
紹
介
や
ビ
ラ
配
り

な
ど
、
久
し
ぶ
り
に
学
生
た
ち
で
活
気
の
あ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
風
景
と
な
り
ま
し
た
。
入
学
宣
誓
式
当
日
の
模
様

は
A
R
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

2 0 2 2 年
4 月 1 日

後援会贈呈の
トートバッグ
＆エコバッグ

動画
配信中

吉川学長による入学許可宣言

笑顔で新入生を迎える学長

当日配られた
プログラム

クラブブースで部員勧誘

記念ボード前で撮影

新入生への部活紹介



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
２
年
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
中
心
で
あ
っ
た
本
学
も
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
、
よ
う
や
く
対
面
授
業
中
心
に
戻
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
全
く
の
元
通
り
の
活
気
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
ま

で
は
い
か
な
い
の
で
す
が
、
以
前
の
よ
う
に
学
生
た
ち
の
元

気
な
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
大
変
嬉
し
く

感
じ
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
後
援
会
地
区
教
育
懇
談
会
も
対
面

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
懇
談
会
で
保

護
者
の
皆
様
と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
大
学
の
中

に
い
る
だ
け
で
は
決
し
て
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
学
生

に
対
す
る
深
い
愛
情
や
気
配
り
目
配
り
の
温
か
さ
を
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
て
、
私

た
ち
も
学
生
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
は
大
学
で
の
親
身
な
学
生
指
導
に
つ
な
が
り

ま
す
。
後
援
会
地
区
教
育
懇
談
会
が
、
私
た
ち
の
自
省
や

研
鑽
の
た
め
に
も
本
当
に
あ
り
が
た
い
機
会
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
よ

う
に
後
援
会
活
動
が
活
気
を
帯
び
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、

保
護
者
の
皆
様
と
私
た
ち
大
学
職
員
と
で
よ
り
一
層
力
強

く
学
生
た
ち
の
背
中
を
押
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
実

感
し
た
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
後
援
会
だ
よ
り
が
お
手
元
に
届
く
こ
ろ
は
、

前
期
試
験
を
控
え
た
学
生
に
と
っ
て
は
慌
た
だ
し
く
少
し

ナ
ー
バ
ス
な
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
保
護
者
の
皆
さ

ま
か
ら
の
愛
情
深
い
励
ま
し
が
あ
れ
ば
学
生
た
ち
も
さ
ら
に

頑
張
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す

の
で
、
お
時
間
が
許
せ
ば
、
生
活
ぶ
り
や
勉
学
の
進
み
具
合

な
ど
お
声
が
け
を
頂
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

前
期
を
無
事
に
終
え
れ
ば
、
後
期
に
は
３
年
ぶ
り
に
外

部
の
人
た
ち
を
招
き
入
れ
て
の
学
園
祭
を
迎
え
る
こ
と
に

な
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
学
園
祭
で
は
、
学
生
た
ち
の

発
想
の
豊
か
さ
や
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
頼
も
し

く
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。ご
都
合
が
合
い
ま
し
た
ら
、

本
学
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
の
姿
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、
本
学
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
た
く
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

後
援
会
幹
事
長　

学
生
部
長　

大
槻
伸
吾

編
集
後
記
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後
援
会
で
は
、
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
、
保
護
者
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
を
積
極
的
に

使
っ
て
、
大
学
近
郊
以
外
の
お
住
ま
い
の
保
護
者
の
皆

様
に
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
後
援
会
活
動
情
報
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

是
非
、
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
P

↕
︎O

S
U
 

O
N
L
I
N
E
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ェッ
ク
し
て
い
ま
す
か
？

大
阪
産
業
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
！

　

大
阪
産
業
大
学
後
援
会
は
、
昨
年
４
月
に
「
大
阪
産

業
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
・
公
開
し
タ

イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
目
的
は
、
す
べ
て
の
保

護
者
が
後
援
会
会
員
で
あ
る
と
い
う
帰
属
意
識
を
高

め
、
後
援
会
活
動
に
理
解
・
協
力
し
、
情
報
を
共
有

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

後
援
会
行
事
の
告
知
や
W
e
b
で
の
参
加
申
込
、
活

動
報
告
や
動
画
配
信
、
後
援
会
だ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
ブ

ッ
ク
な
ど
後
援
会
情
報
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
か
ら
保
護

者
の
皆
様
へ
の
お
願
い
や
報
告
な
ど
、
保
護
者
の
皆
様

に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

「
地
区
教
育
懇
談
会
」
「
支
部
総
会
」
の
ご
案
内
と
参

加
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
本

誌
P

11
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

〈
←
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら
か
ら
〉

  

〈
大
阪
産
業
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

  https://w
w

w
.daisandai-kouenkai.jp/

後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ

ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
最
適
に

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
！

　

後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
に
あ

た
り
、
「
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
使
い
や
す

さ
や
見
や
す
さ
な
ど
、
使
っ
て
み
た

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
「
こ
ん
な
記
事
を
載
せ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す

る
ご
希
望
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト
を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト

〈
↓
ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ
ち
ら
か
ら
〉
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